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研究課題名 摂食障害についての研究

研究の意義・目的

日本での摂食障害患者さんの数は、1980年以降急増し現在は欧米並み
と言われています。かつては主に思春期女性の疾患と言われていまし
たが、近年は年齢層の広がりや男性例など患者背景は多様化し、神経
発達症や強迫性障害などの併存や、万引きなど衝動制御の問題など病
状も複雑化しています。このような中で、効果的な治療法は現在も重
要な課題となっています。当院は日本でも数少ない摂食障害患者さん
を対象とした専門外来を持つ病院で、数多くの患者さんが診断や治療
のために受診されています。これらの方のカルテを遡って検証するこ
とで、多様化・複雑化した摂食障害の病態を明らかにし、患者さんの
病態に合わせた効果的な治療方法について提言することを目標にして
います。

研究期間 2016年7月28日〜2018年3月31日

研究対象者の範囲
 1980年7月1日～2017年3月31日までに大阪市立大学医学部附属病院の
神経精神科で、摂食障害の（診断 あるいは 治療）のため受診された
患者さんが対象です。

利用又は提供する試
料・情報の項目

診療記録

利用者の範囲

　■自施設のみ
　□共同研究機関に試料・情報を提供する →「共同研究機関の情報」にも記
載が必要
　□共同研究機関から試料・情報の提供を受ける →「共同研究機関の情報」
にも記載が必要
　□自施設が共同研究の代表施設である
　□他施設が共同研究の代表施設である → 「代表施設のURL」を記入してく
ださい。
　□試料・情報を公表する → 「試料・情報を公表する方法」を記入してく
ださい。

研究機関の情報 該当しない

代表施設のURL 該当しない

試料・情報を公表す
る方法

研究成果は研究対象者を特定できないようにした上で学会や学術雑誌
等で公表します。

試料・情報の提供方
法

該当しない

試料・情報の管理に
ついて責任を有する
者の氏名又は名称

山内　常生

拒否機会の保障

本研究の対象者の方は、問い合わせ先に連絡することによっていつで
も本研究への参加を拒否することができます。また、研究への参加を
拒否されても、診療に関する不利益等を受けることは一切ありませ
ん。また、ご親族などの関係者で、この研究に関しての相談がある場
合も下記に問い合わせることができます。

拒否を受け付ける方
法

〒545-8585　大阪市阿倍野区旭町１−４−３
大阪市立大学大学院医学研究科神経精神医学
研究責任者　山内　常生
TEL: 06-6645-2331（神経精神科外来）


